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研究成果の概要（和文）：　物語の絵画化をめぐる諸問題について、物語・和歌系、説話・仏典系、童蒙・勧戒系の三
つのグループを中心に研究を進めてきた。特に、『徒然草』と、能・幸若舞・歌舞伎といった舞台芸能のテクストの絵
画化をめぐっては、シンポジウムを開催し、国文学・美術史、双方の立場から発表・議論を行い、その問題点や特色に
ついて理解を深めることができた。
　2013年度末には、これまで5年間に行った研究会、シンポジウム、展覧会の成果を報告書にまとめた。

研究成果の概要（英文）： We have studied about the problems on the painting of narative, focusing on three
 groups, Monogatari and Waka, Setsuwa and Butten, Domo and Kankai. We hosted a symposium especially on the
 painting of "Tsurezuuregusa" and on the painting of performing art, such as No, Kowakamai and Kabuki. Sch
olars of Japanise literature and Japanese art history had the discussion on the symposiums and we cultivat
ed a better understanding about the problems.
 We compiled the results of study meetings, symposiums and exhibitions on the report at the end of the 201
3 year.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 「物語と絵画」の関係、あるいは「物語の
絵画化」全般の研究は、すでに戦前から研究
が行われおり、基礎資料の充実、研究方法の
確立が美術史系、テキスト系両領域において
個別に展開しながらも、美術史・国文学の境
界にある「テキストの絵画化」の問題は、ま
だ十分に両者の共同が実現しているとは言
い難い。特に美術史分野では、ようやく基礎
資料の整理が進んできた状態と言ってよい。
こうした背景の中、美術史・国文学双方の視
点を持ち合わせて研究することの必要性が
あると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は「物語・説話における絵画化の起

源と変容の研究―日本近世刊本・写本を中心
に―」と題し、物語や説話のどの部分がどの
ように絵画化され、いかなる過程で特定の画
題・主題へと変容していくのかを、主に近世
絵画において、刊本・写本テキストや挿図等
冊子体の資料を中心に考察したものである。
それらの主題・画題が、特定のモチーフ（景
物）へと典型化、シンボル化する様相も合わ
せて研究する。日本絵画における膨大な画
題・主題の、基礎資料となる研究が目的であ
る。 

 
３．研究の方法 
分野ごとに専門を分担し、テキストの絵画

化における総体的変化の研究を目指す。具体
的には、その内容を、物語・和歌系、説話・
仏典系、勧戒・童蒙訓系の３系統に分類し、
テキスト系と絵画系の各専門家がそれぞれ
の分担分野を調査研究し、定期的に研究会を
開いて成果を検討する。 
 
４．研究成果 
 物語の絵画化をめぐる諸問題について、物
語・和歌系、説話・仏典系、勧戒・童蒙訓系
の三つのグループを中心に研究を進めてき
た。 
 
１作品調査について 
 毎年、国内外の美術館において物語絵作品
の調査を行い、具体的な作品の考察を深めた。
特に、2010 年度のチェスター・ビーティー・
ライブラリーと大英博物館の調査では、二つ
の大きな成果があった。一つは、江戸時代前
期の奈良絵本工房を考える上で基準となる
作品群を複数設定することができたこと。も
う一つは絵双六が絵半切に改変される例が
明らかになったことである。 
 
２研究会・シンポジウムについて 
 各々の研究の成果は年 2回の研究会で発表
し、各分野の専門を反映した意見交換を行っ
た。また、特に『徒然草』の絵画化と、能・
幸若舞・歌舞伎といった舞台芸能のテクスト
の絵画化をめぐっては、シンポジウムを開催

し、国文学と美術史、双方の立場から発表・
議論を行った。その成果として、絵画にテキ
ストがどのように描かれているのかを詳細
に読み取ることにより、当時のテキスト理
解・解釈のあり方がより明瞭になることや、
絵画がテキストの解釈を踏まえて描かれる
だけでなく、絵画制作を担当した絵師や工房
の持つ絵手本の中より内容に適した構図が
選択されることを考慮しなければならない
ことなどを、具体例を挙げつつ示すことがで
き、テキストの絵画化の問題点や特色につい
て理解を深めることができた。 
 
３展覧会について 
 研究の内容と成果は、「物語と絵画」（2009
年 8 月 21 日～9 月 27 日 於：大和文華館）、
「文学史からみた貴重書」（2010 年 10 月 1
日～12 月 28 日 於：大阪府立大学学術情報
センター図書館）、「文学と美術の出会い」
（2013 年 11 月 22 日～12 月 26 日 於：大
和文華館）といった展覧会を通じて広く一般
に公開することがでいた。 
 
４報告書について 

2013 年度末には、これまで 5 年間に行っ
た研究会・シンポジウム・展覧会の成果を報
告書にまとめた。 
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